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キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
養
成
研
修

　
　
　
受
講
者
募
集
中
！

～
認
知
症
の
知
識
を
広
め
隊
～

　

平
成
17
年
度
か
ら
厚
生
労
働
省
で

は
「
認
知
症
を
知
り
、
地
域
を
つ
く

る
10
カ
年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
始

し
、
日
本
全
国
で
「
認
知
症
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を

市
民
の
手
か
ら
作
っ
て
い
く
こ
と
を

Ｑ１Ｑ２ よ
く
分
か
る
Ｑ
＆
Ａ

Ａ１

Ａ２

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
っ

て
何
？

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
っ
て

何
？

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
正
し
い
知
識
や
つ
き
あ

い
方
を
、
多
く
の
皆
さ
ん
（
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
）
に
わ
か
っ
て
も
ら
う

活
動
を
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

せ
ん
か
？

　
習
得
し
た
知
識
や
体
験
等

を
地
域
、
職
域
、
学
校
な
ど

に
お
い
て
市
民
に
伝
え
、「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成

す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」の
講
師
役
で
す
。

受
講
対
象
者

　

次
の
要
件
を
満
た
す
方
で
、
年

間
10
回
程
度
を
目
安
に
、「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
立
場
で
行
え
る
方
。

　

①
認
知
症
介
護
指
導
者
養
成
研
修

　

修
了
者

　

②
認
知
症
介
護
実
践
リ
ー
ダ
ー
研

　

修
（
認
知
症
介
護
実
務
者
研
修
専

　

門
課
程
）
修
了
者

　

③
介
護
相
談
員

　

④
㈳
認
知
症
の
方
と
家
族
の
会
会

　

員

　

⑤
右
記
に
準
ず
る
と
市
が
認
め
た

　

方

　

・
行
政
職
員
（
保
健
師
・
一
般
職

　
　

員
な
ど
）

　

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

　

・
介
護
従
事
者
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

　
　

ャ
ー
・
施
設
職
員
等
）

　

・
医
療
従
事
者
（
医
師
・
看
護
師

　
　

な
ど
）

　

・
民
生
児
童
委
員  

　

・
そ
の
他
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）

開
催
日
時　

　

10
月
14
日
㈬　

午
後
１
時
～
７
時

開
催
場
所

　

き
ら
く
や
ま
世
代
ふ
れ
あ
い
の
館

定
員

　

70
人
程
度　
（
※
定
員
に
な
り
次

　

第
締
め
切
り
ま
す
）

費
用　

無
料

申
込
期
限　

　

10
月
５
日
㈪
（
た
だ
し
、
土
日
祝

　

日
を
除
く
）

申
込
方
法

　

伊
奈
庁
舎
介
護
福
祉
課
に
備
え
付

　

け
の
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
養

　

成
研
修
受
講
申
込
書
」
を
記
入
の

　

う
え
、
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

　

い
。　

問

 ～市谷和原地域女性連絡協議会主催～

個性と能力を生かす社会へ
～男女共同参画コラム～

【 

長
い
人
生
、「
二
足
の
わ
ら
じ
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
キ
イ
キ
生
活
！
】

Vol.3
　
「
女
性
86
・
05
歳
、
男
性
79
・

29
歳
」。
こ
の
数
字
は
、
本
年
７

月
に
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
日

本
人
の
平
均
寿
命
で
、
男
女
と
も

に
過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

人
生
80
年
、
定
年
後
の
時
間
を

家
庭
の
中
だ
け
で
送
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
に
仲
の

よ
い
夫
婦
で
も
、
家
の
中
に
長

時
間
二
人
だ
け
で
過
ご
し
て
い
た

ら
、
互
い
に
干
渉

し
あ
っ
て
い
ざ
こ

ざ
も
起
こ
り
か
ね

ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
地
域

社
会
や
共
通
の
趣

味
を
通
じ
た
友
人

グ
ル
ー
プ
、
さ
ら

に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
に
も

目
を
向
け
、
自
分

の
個
性
を
生
か
せ

る
場
所
を
み
つ
け

ま
し
ょ
う
。
こ
れ

が
、「
二
足
の
わ
ら

じ
」
で
す
。
現
役

時
代
か
ら
足
が

か
り
を
つ
く
る
こ

と
が
無
理
な

ら
、
定
年
後

で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。

　

夫
婦
一
緒

で
も
別
々
で

も
、
趣
味
や

興
味
か
ら

人
生
80
年
、
ど
う
過
ご
す
？

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
生
活
の

活
動
範
囲
が
広
が
れ
ば
、
よ
り
生
き

が
い
を
感
じ
る
機
会
が
増
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
だ
わ
り
な
く
素
直
に

　

地
域
社
会
や
友
人
グ
ル
ー
プ
な
ど

の
個
人
同
士
は
、
性
別
や
年
齢
に
と

ら
わ
れ
ず
、
全
員
が
対
等
な
関
係
に

あ
り
ま
す
。

　

会
社
組
織
の
よ
う
に
上
下
関
係
が

が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
定

年
後
の
第
二
の
人
生
を
迎
え
る
に

は
、「
現
役
時
代
の
意
思
の
ま
ま
参
入

し
な
い
」「
従
来
の
肩
書
き
に
と
ら

わ
れ
な
い
」「
こ
だ
わ
り
な
く
素
直

に
人
の
教
え
を
受
け
る
気
持
ち
を
持

つ
」、
こ
の
３
つ
の
こ
と
を
自
分
自

身
に
約
束
し
て
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
、
肩
の
力
を
抜
い
て
、

「
二
足
の
わ
ら
じ
」
を
は
き
こ
な
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

伊
奈
庁
舎
介
護
福
祉
課

☎
58
︲
２
１
１
１
（
内
線
１
１
７
２
）

Ａ２
　
何
か
を
特
別
に
行
う
こ
と

で
は
な
く
、
認
知
症
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症

の
方
や
そ
の
家
族
を
温
か
く

見
守
る
応
援
者
で
す
。

　「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
」
を
受
け
る
と
、「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」と
な
り
、

認
知
症
の
方
を
支
援
す
る
目

印
と
し
て
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

地
域
で
暮
ら
す
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
応
援

す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
つ
く
る
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
の
講
師
役

「
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
」
を
養
成
し
ま
す
！


